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熱き思いを滾
た ぎ

らせ、世界へ挑戦—
夕方になると大泊地区には勇ましい掛け声と鐘の音が響き渡ります。
大会へ向けて練習する津奈木海龍の声です。
ここでは、競舟に魅せられ、日々活動する彼らの熱い思いを紹介します。

が
無
く
な
っ
た
こ
と
で
こ
こ
数
年
は
メ
ン

バ
ー
も
減
少
。
活
動
が
難
し
か
っ
た
時
期

も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
熱
い
思

い
を
絶
や
す
こ
と
な
く
、
練
習
だ
け
は
欠

か
す
こ
と
な
く
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
こ
と
し
は
、
８

月
に
水
俣
市
で
開
か
れ
た
競
舟
大
会
で
優

勝
。
若
い
メ
ン
バ
ー
が
新
た
に
加
入
し
た

こ
と
で
、
ベ
テ
ラ
ン
と
若
手
が
融
合
し
た

新
生
「
津
奈
木
海
龍
」
と
し
て
幸
先
の
良

い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
現
在
は
９

月
に
兵
庫
県
相
生
市
で
開
催
さ
れ
る
大
会

に
向
け
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
い
つ
か
ま
た
、
世
界
の
舞
台
に
立
つ
た

め
に—

。
彼
ら
は
今
日
も
舟
を
漕
ぎ
続
け

ま
す
。

　

津
奈
木
海
龍
は
昭
和
63
年
に
結
成
し
、

こ
と
し
で
35
周
年
を
む
か
え
ま
す
。
大
阪

府
で
開
催
さ
れ
る
ペ
ー
ロ
ン
の
全
国
大
会

に
出
場
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
当
時

の
海
浜
地
区
の
人
た
ち
が
中
心
に
な
り
結

成
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
59
人
の
メ
ン

バ
ー
で
活
動
し
、
大
阪
府
や
滋
賀
県
、
兵

庫
県
、
鹿
児
島
県
な
ど
全
国
各
地
の
大
会

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
に
は
マ

カ
オ
で
開
催
さ
れ
た
世
界
大
会
に
日
本
代

表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　
普
段
の
練
習
は
月
・
水
・
金
曜
日
の
午

後
７
時
か
ら
。
学
生
や
社
会
人
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
職
種
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
舟

の
漕
ぎ
手
も
10
代
～
50
代
と
幅
広
い
年
代

が
し
て
い
ま
す
。
練
習
以
外
に
も
、
町
内

イ
ベ
ン
ト
で
の
出
店
や
町
内
の
草
刈
り
作

業
も
実
施
。
今
後
は
、
競
舟
の
文
化
を
次

の
世
代
に
つ
な
い
で
い
く
た
め
に
体
験
会

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「
練
習
や
大
会
だ
け
で
な
く
、
地
域
と
の

交
流
も
大
事
に
す
る
こ
と
で
地
元
か
ら
愛

さ
れ
る
チ
ー
ム
に
し
て
い
き
た
い—

」
そ

ん
な
思
い
を
胸
に
キ
ャ
プ
テ
ン
の
藤
井
大

樹
さ
ん
（
大
泊
）
を
中
心
に
日
々
活
動
し

て
い
ま
す
。

　
目
標
達
成
の
た
め
活
動
し
て
い
る
津
奈

木
海
龍
で
す
が
コ
ロ
ナ
禍
に
な
り
、
大
会

伝
統
を
繋
い
で
い
く
た
め

　
　
世
界
を
目
指
し
日
々
努
力

1. 競舟の楽しさを子どもたちに伝える藤井さん／2. 舟
を漕ぐために筋力トレーニングも欠かさない／3.マカ
オでの世界大会出場時の記念写真／4. 倉庫には今ま
で獲得した多くの盾やトロフィーが飾られている

　中学・高校で艇長をしていて当
時の選手たちの漕いでいる姿に憧
れていました。競舟や海龍の存在
が地元での就職を選んだ理由の１
つです。私たちが９年前にマカオ
での大会に出場以降、日本代表と
して海外の大会に出場できていな
いので、キャプテンとして現メン
バーで大きな大会で結果を残すこ
とが今の目標です。

もう一度、あの舞台へ—
　競舟は全員の息が合わないと速
く進まない究極の団体競技だと
思っています。客観的に見ると、
ただ漕いでいるように見えますが
突き詰めるとかなり奥が深いで
す。競舟はまだまだマイナーな競
技。チームの若手としてこれから
もっと競舟が盛り上がるよう、楽
しさや奥深さを広めていきたいと
思います。

若手として次世代を引っ張っていきたい

藤井 大樹さん（大泊） 新立 颯さん（大泊）

　伝統ある競舟を次の世代に伝え
るために若い人が加入してくれる
ようなチーム作りや意識を持って
活動しています。競舟には高校生
から地区の選手として出場してい
て、どんどん熱中していきました。
地区の方からの誘いもあり、海龍
に入り、今では漕ぐことが生活の
一部です。そしてこのチームのメン
バーであることが私の誇りです。

漕ぐことが生活の一部

津々木 滉大さん（日当）

　元々は県外に就職していたので
すが、SNSで同級生が海龍で頑張っ
ている姿を見て、自分もやってみた
いと思い地元に帰ってきました。今
の目標は筋トレを増やしチーム１番
のパワーを身につけることです。競
舟の魅力は全身を使って舟を漕ぐ
爽快感だと思います。もっと自分を
追い込み、筋力や技術に磨きをか
け、大会で良い結果を出したいです。

日常では味わえない快感がそこにある

桑原 健さん（中尾）

　　【特集】津奈木の海に響く鐘の音

↑水俣市の競舟大会で優勝し満面の笑みを浮かべるメンバー
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